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第一章 緒 論

肺結核症 ト心臓 トノ關係 二就 テハ古來 多撒 ノ病

理解剖的、臨躰 的拉 ビニ「レン トゲ ン」的研究報

告 ア リ。

病理解剖的所見 中注目 スベ キハ所謂小 心臓 二就

テ ノ記述 ナ リ、本研究 ハLouis(1836,1846)二

始 マ リ、氏 二依 レバ肺結核 ノ場合心臓 ハ全膿 ト

シテ屡 く著 明 二小 トナ リ1/一2/3二 萎 縮 シ來 ル

ト云 フ。Laennec(1832),Bizot(1837),Rokitan-

sky(1859),Enge1(1863),Beneke(1878),Breh-

mer(18R5),且irsch(1899,1900)等 ノ、何 レモ

亦小 心臓 二就 テ記載 シ居 レリ、而 シテRokitan一

sky,Engel,Beneke,Brehmer等 ハ小心臓 ノ

成 因二論及 シコ レラ原獲性 ノ禮質異常 ト見倣 シ

ソ レニヨル性能減退 ハ肺 ノ血液 循環量 ノ減 少
、

惹 イテハー般 性衰弱 テ來 シ逡 ニハ肺結核 二罹 患

スルニ到 ル テ圭張 セル ニ反 シ、 且irschノ ・別個

ノ見地 ヨリ膿重 ト心重 量 トノ關係 テ検 索 シ心重

量 ノ減少 ハ禮重殊 二躯幹 筋肉 ノ臓痩 二李行 スル

コ トヨ リ、小心臓 ハ消耗 性疾 患 ノ綾登現 象 ニ シ

テ小心臓 ナルガ爲 メニ肺結核 ノ招來 シ易 シ トナ

セル先進學者 ノ設 二反封 セ リ
。

更 ラニ心臓 ラ「レン トゲ ン」學 的 二研 究 セル人 ハ
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Moritz(1902),Sciallero(1902,1903),Bouc-

hard,Bouchardu.Balthazard('905),

Guilleminot(1905),Reis(1903。1906),Kraus

(】9C)・5),Hoffmann(1911),Gali(1928)等 ア リ、

氏等 ハ主 トシテOrthodiagraphieニ ヨ リテ之 レ

ヲ研索 セル モ ノナル ガ何 レモ肺結核 性小心臓 ノ

存 在 ラ認 メ居 レリ。

反之他方肺結核 二際 シ心臓 ノ肥大旗張 テ認 ム ル

モ ノア リ、而 シテ先 ヅコレラ右心 ノ振張及肥大

二蹄 スルモ ノア リ、印 チPeacock(1854)ハ 肺 結

核 心 ハ急 性疾 患 ニテ死 亡 セル屍 ノ心臓 ヨリ小 ナ

ル モ慢 性疾患 ニテ死亡 セルモ ノヨ リモ大 ナ ル事

ラ述 べ、 而 シテ其 ノ原 因 テ肺結核屍 二屡 丸見 ラ

ル ・右心肥大 二蹄 セ リ。Buhl(1878)ノ ・肺結核

ノ際 ニハ右 心室 ノ接 張性肥大 ヲ確認 セ リト報告

シ又Brun(1878)・ ・急速 二経過 セル肺結核症 ニ

ハ屡 ≧右 心室櫨張 テ來 ス ト記 載 シ居 レリ。 同年

Jaccoudハ 室洞形 成性肺結核 二・・特 二右 心室振

張 テ見 ル ト述 ベタ リ。更 ラニSokolowsky(1885),

Marucheau(1871),Bard(1879)等 ハ 織維性結

核 二於 テハ右心室横張 ラ見 ル コ ト多 シ ト報 告 シ

居 レリ。

然 レ ドモ右心肥大 又ハ籏 張 テ示 スモ ノニ シテ非

結核 性疾 患 ハ勘け カラズ存 ス、 例 ヘ バ 肺氣腫

(Liebermeister,MUnzinger,Rosenbach,

Hirsch,李 野等)、慢性肺炎(Kraus等)、Kypho・

skoliose(Bachmann,Traube等)等 二就 キ

多数 ノ報告 ア リ.又 右心肥大 ト肋膜癒着 トノ關

係 二就 テ・・BEumler,Donders,Morgagni,

Perls,Traube,且irsch等 ノ研 究 アリ。

以上 ノ場合 二於 ケル右心 ノ肥大 テ軍 二目測或 ハ

計測上 ヨリ判断 スル ノミナ ラズ之 レラ撒 量的 二

精 細 二研索 セルハ 且irschラ リ、氏 ハMUIIer

(1883)二 從 ヒ心臓切 割 ニ ヨル心臓 各部 ノ重量 テ

精 密 二秤 量 シ右心室封 全心室重量比 テ求 メ コレ

ラMifllerノ 示 セル標準値 ト比 較 セ リ、其結果

トシテ右心肥大 テ起 ス疾患 中第 一 二考慮 セ ラル

可 キモ ノハ肋膜癒着及肺氣腫 ニシテ其 ノー部 ハ

硬結性及破壌 性病攣 ナ リ ト、 而 シテ此際 二起 ル

血路 ノ狭 窄惹 イテハ肺 循環 ノ機械的障碍 一 ヨリ

テ右心肥大 テ來 スモ ノナ リト報告 セ リ。

更 ラニ肺結核 ノ場合 二於 ケル心臓 ノ大 サニ就 テ

Reuter(1888)ハ 多 撒例 ノ秤 量 ニ ヨリ男性 ニテ

・・小心臓29%、 正常 心30.7%、 大 心臓40・2

%、 女 性 ニテハ56%、23%及20.7%ナ ル テ謹

明 シ大 心臓 ノ稀 レナ ラザル テ記述 シ居 レリ。

翻 ツテ本邦 二於 ケル肺結核 ト心臓 トノ關係 二就

テノ研究 ハ極 メテ少 ナ シ、 コレハ「レン トゲ ン」

學 的方面 ノ ミナ ラズ病理解剖 的方面 二於 テモ然

リ、即 チ李野(大 正5及6年)・ ・MUIIer法 ラ慮

用 セル呉、卒松式(大 正5年)心 臓切割法 ラ用 ヰ

テ研究 シ、慢性 肺結核 二際 シテ多 クノ場合右心

肥天 テ認 ムルコ トテ謹 明 シ、 金子 ・奥田 ・鴨井等

(大正8年)ハ 多撒例 ノ統計的観察 ニ ヨ リ肺結核

ノ場合 二・育 準重量 二比 シー般 二小 心臓 ラ有 ス

ル コ トヲ認 メ タ リト。 「レン トグ ン」學 的方面 ニ

テハ肺結核 心 二關 スル倉 本(昭 和3年)ノ 研究 ア

リ、氏 ニ ヨレバ肺結核 患者 ニハ心臓 及動脈 系 ノ

比較的小ナ ルモ ン多 キラ認 メ居 ルモ是等 ハ必 ラ

ズ シモ肺結核 二特有 ノモ ノニ非 ズ ト主張 シ居 レ

リ。

以上 ノ報 告 ノ大部分 ハ輩 二肺結核症 二於 ケル心

臓 ノ大小、輕重 二就 テノ計測的検索 二脇 シ之 レ

ヲ各心臓部 二分離 シ秤量 セルモ ノ少 ナ シ、加 フ

ルニ右心肥大 二 就 キ其 ノ原 因 ヲー般性肋膜癒

著、肺氣腫、硬結性肺病攣、慢 性氣管枝 炎等 二

求 メタル研究 ハ多撒 二見 ラル ・モ コ レト肺結核

トノ關係 二就 テハ詳 細 ナル研究 紗 ナ シ。 依 テ余

ハ弦 二肺結核 ト心臓 肥大 トテ主題 トシ雨者 ノ關

係特 二右心肥大 トノ關係 テ知 ラン ト欲 シ、切割

秤 量法 ニ ヨリテ検索 シ更 ラニ封照 トシテ非結核

性肺及肋膜病攣 二際 シテ ノ心臓 ノ状態 テ観察 シ

結核性 ノ場合 ト比較封照 セ リ。爾心臓肥大 ト肝

臓鰺血 バー定度 ノ關係 テ有 シ其 ノ後者 ノ欺態 ヨ

リ前者 ノ程度 ラ判断 シ得 ベ キ場合 アルラ以 テ肝

臓 ノ組織學 的研究 ラ併用 セ リ。
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第二章 研究材料及研究方法

研究 材料 ハ総 ベ テ新 潟醤科大學病理學教室 二

於 テ剖検 セ ラ レ市販用 「フ,ル マ リン」ノ10%溶

液 二固定貯藏 セラレタルモ ノナ リ。

標 準 トシテハ自殺死拉 二他殺 屍 ヨリ得 タル心

臓 約2{1個 中 ヨリ心臓 ハモ トヨリ他臓器 二全 ク

病 愛 テ認 メ得 ザル7個 テ選 ビ、 本實験 例 トシテ

・・最近 ノ剖検 例300例 中 ヨリ肺結核 ニテ死 亡 セ

ル100例 テ用 ヰ、更 ラニ封 照例 トシテハ同 ジク

700例 中 ヨリ非結核 性肺硬 憂例、肺氣 腫例等併

セテ::,o例 二就 キ夫 々 ノ心臓、肺臓、肋膜及肝

臓 ラ検索 セ リ。

研究方法

1、 心臓 二就 テ

1・ 絶封重量 剖 検時新鮮 ノモ ノニ就 キテ大動

脈 及肺動脈根部 テ附着 セルマ ・秤 量セ ル重量 テ

基準 トナ シ、 勇刀 テ以 テ其 等 ノ根部 ラ閉鎖 線 ニ

テ切 除 セルモ ノテ秤 量 シ其 ノ重 量 テ前記 ノ基 準

重量 ヨ リ減 ジタルモ ノテ以 テ心臓 絶封重 量 トナ

セ リ。

2.心 臓 各部 ノ重量一 心臓切割秤量法 臭 ・卒

松及 ビ卒野 氏法 二則 リ心房 ト心室 トテ分離 シタ

ル後、勇刀 テ心尖 ヨリ前縦溝 二沿 ヒテ附近 ノ肉

柱 ラ各・基部 二於 テ切断 シ乍 ラ肺動脈 ロニ進 メ、

他方同 ジク心尖 ヨリ後縦溝 二沿 ヒ同様 ノ方法 テ

トリ肉柱、肺動脈辮 及 房室間辮膜 テ右心室 二属

セ シメタ リ.カ クシテ心房 、右室壁拉 二隔壁加

左室壁重 量 テ得、而 シテ余 ノ研究 目的 ハ主 トシ

テ右室 壁 ノ肥大 ヲ検 スルニ在 リシテ以 テ誤差 ラ

生 ジ易 ク且剥離 困難 ナル左室 壁 ニコ レテ隔壁 ヨ

リ切載 セザ リキ。

3嘱 篶i撃 一十 叙上ノ切割秤量法ニヨリ

得 タル心房重量 テ絶封重量 ヨ リ減 ジタル モ ノハ

心室重量 ナ リ、斯 クシテ始 メテ右室壁肥大 ノ有

無 ラ其 レト全 心室重量 トノ比 ヨリコ レテ求 ムル

テ得。

4.心 室櫨張 右心室肥大 トノ關係 テ見 ンガ タ

メニ大動脈 及 ビ肺動脈 ロ ノ幅 員 ト心室 内腔 トノ

廣狭 テ比較 シ右心室籏張 ノ有無 テ検 シ且 ツ左右

心室 二依 ル心尖形成駄態 テ以 テ其 ノ参 考 トナセ

リ。

5.大 サ、剖検 二際 シ屍 手拳 ノ大 サ ト比 較 セル

心臓 ノ大 サテ剖検記録 ヨ リ調査 シ屍 手拳大 、過

屍手拳大 及 ビ小屍f・2$大 ノ3種 ニワカチ各例 二

就 キ記載 セリ。

6.心 室壁厚径、一般原則 二從 ヒ大動脈及 肺

動脈 圓錐部 二於 ケル心筋 ノ最短径 テ計測 セ リ。

其際心外膜下脂肪及圓柱部 テ加算 セザ リシバ勿

論 ナ リ。而 シテ此 ノ厚 径計測 ハ或 ル程 度迄 心筋

肥厚 ノ有無 テ物語 ル モ ノナ レ ドモ此 ノ厚径 ハ就

中心室 ノ牧縮歌態 二關係 シ差 異 アルモ ノナ レバ

余 ハ寧 ロ参考 トシテコ レラ用 ヰタ リ。

皿.肺 臓 二就 テー病 型 ノ決 定

肺結核 例 テ左右各葉 二就 テ肉眼 的 ノミナ ラズ

組織的 二分類 シ滲 出型、檜殖型、混 合型 、萎縮

硬攣型及 ビ粟粒型 ノ5型 トナセ リ。

皿・ 肋膜 二就 テ

癒着 テワカチテ3種 トナセ リ、 即 チ餅腿形

成、織維性及 ビ織維素性癒着 コ レナ リ。

IV.肝 臓 二就 テ

麗血 ノ程度決 定ニ ハ各例全部 ヨ リ小片 テ 探 リ

「ヘマ トキ シリン
,エ オジン」複染色 テ施 シテ コ

レテ検 セ リ.

第三章 研究成績

第一節 標準例

本 邦 人 心 臓 重 量 二 就 テ 最 初 二 記 載 セ ル ハ 山 極

(1899/ニ シ テL)50-一一一一一300瓦 ト報 告 セ リ。 次{デ

卒 野(1916,1917)ハ 第 一 報 告 二 ・・系郵 ヒナ キ 成 人

心 臓 トシ テ196・9瓦 第 二 報 告 二 ・・215 .:一}瓦 ト
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登 表 シ、金 子・奥田・鴨 井等(1919)・ ・成人標準 心

重量 トシテ疾患例 テモ含有 セル多数例 ニツキ統

計的観察 テナ シ男 子258瓦 、 女子239瓦 トナセ

リft1926年 佐野 ・・憂 化 ナキ心臓 男女各4及3例

第 一 表

aツ キ其 ノ重量 テ260瓦(240--290瓦)及227.33

瓦(190-265瓦)ト 記載 シ居 レリ。而 シテ是等 ハ

何 レモ大動脈及肺動脈 テ附著 セ シメタルマ ・秤

量 セルモ ノナ リ。

標 準 例

剖槍
番號 年齢・性

膿 重

(妊)
死 因

死後時

間(時)

心 臓

絶i封重
量(瓦)

心室重

量1
(武)

右室重
量π
(瓦)

隔壁加
左室

(瓦)

皿/1

(%)

左室
振張
右室
振張

左室壁
厚径
(糎)

右室壁
厚裡
(糎)

1202 26・ ♂ 51,300 殴打致死 14 278 252 70 ユ82 27.8 一 一 1.0 0.3

1326 21・ ♀ 33,000 中毒死 4.5 183 167 46 121 27.5 一 一 1.0 0.2S

1365 22・ ♂ 55,700 絡 死 14 265 239 64 175 26.8 一 一 1.1 0.32

1451 39・ ♂ 57,650 経 死 27 287 267 73 207 27.5 一 一 1.0 0.3

1527 27・ 舎 56,100 不 明 151237 209 60 149 28.7 一 一 1.1 0.3

1710 28・ ♂ 44,000 総 死
2

241254 230 60 170 26.ユ 一 一 1.0 0.3

1872 20・ ♀ 45,000 不 明 171206 186 50 136 26.9 一 一 1.0 0.3

男 性 卒 均 値 264.8 27.4

女 性 卒 均 値 194.5
・

27.2

雨 性 亭 均 値 229.7 27.3
1

余 ノ蒐集 シ得 タル標準例 ニ ツキ其 ノ心重量及

ピ右心室封 心室重量比 テ表示 ス レバ第一 表 ノ如

シ、即 チ全 ク健康 ト見倣 スベキモ ノ ・心臓 ハ僅

カニ7例 ナ リキ、 サ レド.男性例5例 ハ心臓 ノ攣

化 ハ勿論他臓器 二於 テ心臓 二憂化 ラ來 スベキ病

攣 ナキモ ノニ シテ尚此 ノ5例 ノ外略 く健康 ト目

スベキ心臓約20例 ニツキ重量拉 ビニ比卒 テ見

ルニ此 ノ5例 ノ李均値 二近似 スル テ認 メタリ。

故 二以 上 ノ撒値 ハ讐 へ少激例 二就 テ ノモ ノナ レ

ドモ之 レラ以 テ日本人健康男子 ノ心臓重量拉 ビ

ニ比率 ノ標準 ト見倣 シテ差支 ナ シト信 ズ。但 シ

女性例 ハ2例 二過 ギズ且 ツ年齢 モ若 ク22及21

歳 ノモ ノナ レバ成人 心重量 トシテハ先進諸家 ノ

成績 二比 シ過 小 ナル ノ嫌 ア リ。故 二女性例 ニツ

キテハ諸 家 ノ数値 テ参 考 トシテ病 攣例 トノ比較

二資 セン トス。而 シテ余 ハ上表 二示 スガ如 ク心

重 量男性ZF均 値264.8瓦 、 女性194・5瓦 雨性李

均229.7瓦 テ以 テ標準心重量 トナセ リ。

次 ギニ右心室封 心室重量比 二就 テハHirsch

註1)

2)

3)

ノ研 究 アルモ氏ハ心外膜下脂肪 ラ除去 セル後 主

トシテ心 重量 ト禮重 トノ比 テ求 メ タルモ ノナル

ガ故 二比較 困難 ナ リ。 本邦人 二就 テハ唯李野 ノ

報 告アル ノミ、 氏 ハ心外膜 下脂肪 テ除去 セズ且

大 血管根 部 テ切除 セズ シテ秤 量 シ第一報告 ニハ

26.1%、 第 ニ ニハ27.54%ト 記 載 セ リ。 此外緑

川(1916)ノ 報 告 アルモ氏 ノ成績 モHirschト 同

様 心外膜 下脂肪 テ除去 セル上 二主 トシテ病攣例

ノミニ就 テナセルモ ノナルガ故 二余 ノ成績 ト比

較 スルテ得 ズ。

余 ハ完全 ナル心外膜下脂肪切除 ハ到底望 ミ難 ク

從 ツテ其等 ノ秤 量 二依 ル結果 ハ誤差多 カルベキ

デ慮 リー定 ノ規矩 二從 ヒ切除容 易ナル大血管切

除 ノ ミテ施 シ其 レニ依 ツテ得 タル成績 テ第一表

二示 セ リ。即 チ男性李均値 ハ27.4%ニ シテ女

性27.2%、 李 均27.3%ナ リキn余 ハ此 ノZF

均 値 テ以 テ右 心室封心室重量比帥 チ右 心肥大率

標準 トナセリ、而 シテ コ レハ李野 ノ成績 ト略 惹

一致 シ居 レル テ認 ム
。

第二節 肺結核例

第 表

(W)・ ・少 数 ノ結 節 アル ヲ示 シ、

肋 膜 癒 着 度 ノ右 肩 ノ数 学 ・・液{彊 ノ瀦 溜 量 ヲ示 ス。

右 心 肥 大 卒 ノ標 準 以 上 ノモ ノニ ノ・底 線 ヲヒ キ テ コ レヲ示 ス。
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惜

冊

一
冊

一
冊

T

一
什

±

什

柵

一
惜

一
冊

一
柵

柵

柵

柵

柵

丁
石

冊

柵

惜

一
冊

mitEmp

hysem

肺結核例全100例 テ第二表 二掲 ゲタ リ。EPチ 心臓

二就 テハ剖検 時 ノ大 サ(9-=二 等 屍 手拳大、+、

・什、帯=過 屍手拳 大、 一=小 屍手拳大)、心尖形

成部(1=左 室、r=右 室)、心室旗 張 ノ有 無(十

又バー)、心臓絶封重量、心臓各部 ノ重量、右室

封心室重量比拉 ビニ心筋厚径 テ記載 シ、肋膜二

就 テハ左右別癒着程度(a=腓 腿形成、b=繊 維

性癒着、c=織 維素性癒着 テ示 シ横線 ノ多少ハ
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其 ノ張弱 テ表 ハ ス)テ 、肺臓 二就 テハ同 ジク左

右別病型(E=滲 出型、P=増 殖 型、E+P=

混 合型 、Z=萎 縮 硬攣型、M=粟 粒型 テ表 ハ シ

(w)ハ 極 メテ少数 二結節 ノ存在 テ意 味 ス)二 分

類 セ リ。肝臓 二就 テノ・組織 的 二膨血 ノ程 度 テ+、

十 、帯、冊 テ以 テ表 ハ シ其 ノ陰 性ハー ラ以 テ示 セ

リ。

第一項 心臓絶封 重量 二就 テ

第 二表 二示 セル100例 ノ中20歳 以 上 ノモ ノ75

例 二就 キ其 レノ性別 心臓絶封重量 ノZF均 値 テ算

第 三 表 出 シ第 三表

例 数

46

一29
汚

20歳 以 上

心 臓 絶 封 重 量

卒 均(瓦)

219.5

181.1

200.3

二 掲 ゲ タ

リ。

自ロチ男 ・1生ハ

219.5瓦 、

女性 ハ181.1瓦 トナ リ雨性卒均200.3瓦 テ示

ス。 コ レ ト第一表 ノ標準値 ト比較 ス1レニ29.4

瓦 ノ減少 ラ示 ス。更 ラニ之 レ ト第四表 二掲 ゲタ

第 四 表
1

輔 制 例 酬 心糖 量

亭 野 譲≡難111
190.3

194.3

金子等
♂1115 218.0

♀171 194.0

雨 性ZF均1186 206.0

ル李野及 金子 ・奥 田・鴨井等 ノ成績 ト比較 スル ニ

略 、コ レ トー致 ス。更 ラニ標 準例 二於 ケル最低

心重量 テ限度 トシ其 レ以下 ノ心重 量 テ有 スルモ

ノ及 ピ最高心 重量以上 ノモノ拉 ピニ雨限度 内 一

在 ルモ ノ ・各 々 ノ百分卒 ヲ第五表 トナセ リ.

第 五 表

性別圃Il例 酬%

舎 46

237瓦 以 下 28 60.9

237-287瓦 以 内 15 32.6

287瓦 以 上 3 6.5

♀ 29

183瓦 以 下 16 55.2

ユ83-206瓦 以 内 6 20.7

206瓦 以 上 7 24.1

%テ 占 ム。 因二女性最 高限度以 上24.1%ナ ル

数値 ハ前述 ノ如 ク最高限度 ガ過小 ナル ニ基 クモ

ノナラン。以上 ノ成績 ハ明 ラカニ肺結核屍 ノ心

臓 ハ小心臓 テ示 スモ ノ多 キ事實 テ物語 ル モ ノナ

リ。

第二項 右 心肥大 二就 テ

結核例100例 ノ中5例 ノ粟粒結核例 テ除 キ タル

95例 テ比較的慢性肺結核症 ト見倣 シ是等 ノ例 二

就 キ種 々ナル方面 ヨリ右 心肥大 二就 テ観察 セン

トス。

綜括的 二余 ノ95例 ノ右心肥大率ZF均 及 ビ標準

傘拉 ピニZF野 ノ肺結核 例及標 準傘 トテ第六表 二

併記 セ リ。 コレニ依 レバ余 ノ95例 ノ不均肥大

傘 ハ28.75%ニ シテ標準 二比 シ1.45%ノ 増 加

テ認 ム。今 之 レヲ卒野 ノ報 告 二比 ス レバ雨同 ノ

報 告共 二余 ノ成績 二比 シ遙 ヵ二高卒 ラ示 セルテ

見 ル。而 シテ牢野 ノ例 ハ詳 細 ナル各例記載 テ鋏

キ軍 二慢 性肺結核 トシテ報 告 セ ラル ・テ以 テ其

ノ病型等 ニ ツキテハ知 リ難 キモ余 ノ第 八表 二述

ブル ガ如 キ萎縮硬攣型 二於 テハ31.3%テ 示 シ

居 ルヨリ観 レバ卒野例 ハ或 ハ斯 ル病型 ノ症例 テ

多撒 二含 ムコ トニ基因 スル ニ非 ズヤ ト想像 ス。

第 六 表

報儲lI例 卿!1(%)

亭 野

第報
一告
標 準 例 15 26.1一
肺結核例 10 29.2一

第報
二告

一
標 準 例 32 27.54一
肺結核例 42 31.14

伊 藤
標 準 例 7

95

27.3一
肺結核例 28.75

第 七 表

肺讐核協 爆7蔽 隊鋪
95157 60

即 チ最 低限度以下 ノモ ノ男性60.9%、 女 性55.2

%、 最 高限度以上 ノモ ノ男性6.5%、 女 性24.1

%、 雨 限度 以 内 ノモ ノ男性32.6%、 女 性20.7

肺 結 核 病 型

萎 縮 硬 攣 型
混 合 型
滲 出 型
壇 殖 型一
粟 粒 型

第 入 表

肺 結 核 病 到 例 刎 ∬11(%)

22

一19
一23

一31

著

31.3

28.3

27.9

27.5

24.1
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次 ギ ニ第七表 二於 テハ95例 ノ中右心肥大卒 ノ

標準傘 ヨ リ高 キモ ノ・例数及 ピ百分卒 テ 示 セ

リ、 コ レニ依 レバ95例 ノ中60%二 標 準率以 上

ノモ ノアルテ知 ル。 即 チ総膿 トシテ見 タル肺結

核屍 ノ心臓 二於 テハ其 ノ牛撒以上 ハ右心肥大 テ

呈 ス ト云 フテ得。

第一、右 心肥大 ト肺結核病型 トノ

關係 二就 テ

全検索例 テ第八 表 二示 スガ如 ク肺結核 ノ病型 二

從 ヒ5型 ニワカツ、 混合型 トハ・一側檜殖型 ニシ

テ他側滲 出型 ナルカ又 ハ同側 二雨型 アルモ ノ・

雨者 テ含 ム。 同表 ニ ョレバ粟粒結核 型 ノ右心肥

大傘最 モ低 ク標準 率 ノ最低 限度 ヨリ遙 カニ低位

テ示 スモ他 ノ4型 ハ何 レモ標準 率 ヨリ高 ク萎縮

硬憂型 二於 テハ標 準卒 二比 シ4.O%ノ 檜 加 テ示

ス、此 ノ事竃 ハ先人 ノ報 告 ニー一致 ス。滲 出及曾

殖雨型 二於 テハ雨者 ノ差 著 シカ ラズ、破壌的傾

向強 キ滲 出型 二於 テ僅 カニ檜殖型 ヲ凌駕 シ居 レ

ルモ此 ノ雨型 ノ接燭 線 二在 ルモ ノ多数 二存 スベ

キテ以 テ遽 カニ其 ノ張弱 テ決定 スルテ得 ズ、 サ

レ ド破壌 煩 ル高度 ナル場 合 二於 テ高度 ノ右心肥

大 テ見 ルコ トア リ、例 ヘバ第6例 ノ如 キ右肺 二

檜 殖型結核 左側 ニハ破壌頗 ル高度 ニ シテ呼吸面

ラ殆 ン ド認 メ得 ザル滲出型結核 アル1例 二於 テ

ハ其 ノ右心肥大率35.6%テ 示 シ居 レル テ見 テ

モ明 カナ リ。然 ルニ他方破壌高度 ナルニモ拘 ラ

ズ右心肥大 率 ハ標準 二近 キ カ又 ハ寧 ロヨ リ低 キ

程 度 ノモ ノモ存 在 ス。斯 ル事寳 ハ恐 ラク破壊的

病 攣 ノ進 行 ノ遅 速 二因 スルモ ノナルベ ク肺循環

障碍 テ補 フベ ク心臓 ガ機能性肥大 テ螢 ム以前 二

死 ノ轄機 ヲ トレル場合 ニハ標準率 二近 キ値 テ ト

リ然 ラザル 場 合 ニハ 肥大 テ認 ムルモ ノナルベ

シ。而 シテ更 ラニ破壌 的傾 向彊 キモ ノニ シテ比

較的早期 二死 テ招 ケル モ ノニ於 テモ萎縮硬攣性

傾 向 アル モ ノニ於 テハ多少 トモ肥大 ヲ見ル コ ト

アルハ當然 ナルベ シ。

要 スル ニ肺結核 ノ病慶 ハ千差 萬別 ナ レ ドモコ レ

ガ右心臓 ノ櫨張及肥大 二及 ボス影響 ハ肺臓 内 二

於 ケル血液循環 障碍程度 二關係 スルモ ノナル コ

ト明 カナ リ、夫故 二慢性病攣 ニ シテ萎縮 硬憂 牲

ナル カ或 ハ潰瘍性破壌 ノ著 シキモ ノニ於 テハ血

流域 ノ荒慶 テ見、右心室 二鯵 血 テ惹起 スルモ ノ

ナルベ シ、而 シテ コ レガ肥大 テ見ルハ其 ノ心筋

ノ」曾加 セル要求 二適慮 スルガ如 キ肥大 力 テ有 ス

ルヤ否 ヤニ懸 リ更 ラニコ レノ、病症 ノ経過拉 ピニ

其 ノ個人 ノ年齢、榮養等 二關係 テ有 スル モ ノナ

ルベ シ。更 ラニ肺結核 ノ時殆 ンド侮常 見 ラル ・

肋膜 ノ癒着 ハ之 レガ肺循環障碍 ノー助 因 トナ リ

得 ベ ケ ン、コレニ就 テハ後述 スル庭 アラン トス。

第二、心臓 ノ大 及心室腔籏張 二就 テ

當教室 二於 テハー般通則 二從 ヒ心臓 ノ大禮 ノ大

サテ判定 スルガ タメー目測 テ以 テ屍 ノ手拳 ト其

ノ大 サラ比較 スル テ常 トス。 第九表 ハ第二表 二

示 セル心臓 ノ大 サテ3種 ニ ワカチ過、等及過 小

第 九 表

屍手拳ノ大サ 例数 例数
1

過 屍 手 拳 大 48
∬/1=27.3%以 上 31

-一

一27.3%以 下 17

等 屍 手 拳 大 46
""以 上 24

,,"以 下 22

1過 小 屍 手拳大 6
,,,,以 上 3

,,"以 下 3

手拳大 トナ シ更 ラニ右心肥大 率 テ基準 トシテ夫

々 二属 スル例撒 ラ示 セルモ ノナ リ。 コ レニ ョ レ

バ全例 ノ9+%ハ 過 」叉ハ等屍 手拳大 テ示 シ僅 カ

ニ6%二 於 テ過小屍手拳大 ラ示 スノ ミ
、然 ル ニ

手拳 ハ略 ヒ其 ノ個人 ノ心臓 ノ大 サテ示 スモ ノナ

リ トセラル、 ソ レ故 二等及過屍手拳大 ノモ ノニ

ツキテハ心臓 ガ全 身 ノ騒痩 二件 ハズ シテホ"健

康 時 ノ大 サニ止 マル カ又 ハ他 ノ原 因 ニ ヨリテ肥

大 テ來 セル モ ノナルベ ケン、然 ルニ他 方秤 量的

ニハ肺結核屍 ノ心臓 ハ・・…一一般 二標 準重 量 二比 シ
ノ1、

ナ リ・而 シテ右心室 ハ第 九表 二示 セル如 ク過屍

手拳大 テ呈 スル心臓 ノ ヲ3ハ 右 心肥 大 アルテ示

シ等屍 手拳 大 ノ ソ2ハ 同様 右心肥大 テ呈 シ居 レ

リ・反之心臓全膣 トシテハ小心臓 印 チ萎縮 性心

臓多 キハ何故 ナルカラ考 フルニ、全身 ノ鼠痩 二

件 フ結果 トシテ心臓殊 二左心室 ハ健康時 ノ如 キ

機能 テ行 フ必要 ナキ ガ爲 メニ他 ノ臓器 ト同檬 二
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萎縮 二陥 リシカモコ レガ右心室 ノ肥大度 テ超過

シ居 ルニ依 ル ト解繹 スル方妥當 ナ ラン ト信 ズ、

而 シテ此 ノ考案 ・・且irschガ 膿 重 ト心臓絶封重

量 トノ關係 ヨリ論 ジテ肺結核屍 ノ小 心臓 ノ由來

テ纏i議性 ナ リ ト設明 セルニー致 シ居 レリ。

而 シテ肺結 核症 二右心振張 テ見ル コ トハ其 ノ肥

大 ト共 二古 クヨリ唱 ヘ ラル ・所 ナ リ、故 二余 ハ

各例 二就 キテ其 ノ接張 テ検 シ心尖形 成部 テ参考

トシ他方剖検記 録 テ参照 シ第十表 ノ如 キ成績 テ

第 十 表

第 十 一 表

例数
例激及
百分奉

右心室壁
肥 厚 例

43
皿11=273%以 上 ノモ ノ 34(45%)

9(12%).,以 下,,

右心室壁
非肥厚例

33
,,以 上,, 12(ユ6%)

21(27%),,以 下,,

瞬
右心披張例

右心非披張例

必1HIIr37'39響 ノ季 ノ

以 上 ノ モ ノ

,,ト 等 シ キ モ ノ56

以 下 ノ モ ノ

例藪

33

11

24

1

31

得 タ リ。即 チ右 心接 張例74例 、非旗張例56例

トナ リ其 ノ中右心旗張 性肥大例 ハ33%、 右 心

輩純 性肥大例24%、 肥 大 テ件 ・・ザル鑛 張例11

%拉 ビニ肥大 モ籏張 モセザルモ ノ32%ナ リ.

換 言 ス レバ全例 ノ68%ハ 右 心籏張性肥大叉 ハ

軍純性肥大 又 ハ鑛張 テ呈 ス ト云 フテ得。從來斯

ル方 面 ノ研究 二乏 シク詳細 ナル報告 テ訣 キ先人

ノ成績 ト比較 シ得 ザルモ心臓 ノ機能障碍状態 テ

観 察 スル上ニハ後述 スル肝臓 ノ攣 化 ト共 二意義

アルモ ノ ト考 ヘ ラル。

第 三、右 心肥大 ト右 室壁厚脛

右室壁厚径 ハ 成人0.3糎 テ以 テ標 準 ト見倣 シ

ソ レ以 ヒノモ ノハ實 測上 コレテ肥厚 ト見倣 ス、

更 ラニー一般 二右 心肥大 ヲ検 スルニハ此 ノ右室壁

厚径 ノ計測 ノ外 肉柱 ノ肥大歌態 ト併 セテ其 ノ肥

大 ノ有無 テ決 定 スルテ常 トセ リ。而 シテ既述 セ

ル ガ如 キ計測的検索 ハ心臓 ノ牧縮状 態二左右 サ

ル ・事大 ナルニ鑑 ミ秤量的検索 二重 キテ置 クベ

キハ論 ラ倹 タザル所 ナルモ實際問題 トシテハ肥

大 ノ程 度 ヲ判断 スルニハ手撒多 キ秤量法 二依 ル

ヨリ前 上 ノ實測法 ニ ヨリテモ大分誤 ナ キコ トハ

次 ノ成績 ニ ヨリテモ明 ラカナ リ。

即 チ第 十一表 二示 ス如 ク20歳 以上 ノ肺結核例

76例 二就 テ ノ検 索 ニテハ實測 二依 ル肥厚例43

例(57%)ニ シテ然 ラザル モ ノハ33例(43%)ナ

リ、 コレト前述 ノ眞正右 心肥大 トノ關係 テ見 ル

ニ右 心肥大例 ハ肥 厚例 中二'34例 、 非肥厚例 中

二12例 併 セテ46例(60%)ト ナ リ非肥大例 ハ30

例(40%)テ 算 スルラ以 テ其 ノ百分卒 二於 テハ實

測 及秤 量 ニ ヨルモ ノハ著差 ナキ テ知 ル、更 ラー

右心室壁肥厚例43例 中右心肥大卒 ノ標準 償 ヨ

リ大 ナルモ ノハ34例(79%)ノ 多 数 二上 レリ、

即 チ右 心室壁肥厚 ハ必 ラズ シモ右 心室肥 大卒 ノ

大 ナルテ件ハ ザルモコ レガ79%ノ 高 キ償 テ示

スコ トヨ リ観 レバ右室壁計測 ノミニ依 リテモ不

完全乍 ラ其 ノ肥大 ノ有無判定 二資 スルテ得 ベケ

ンo

第四、右心肥大及ビ鑛張 ト肝璽血 トノ關係

肺結核症二因 スル肺循環障碍ハ心臓 ノ機能障碍

テ惹起 シ、惹 イテハ全身臓器 ノ鰐血 テ招來 スル

コトハ周知 ノ事實ナリトス。其 ノ鯵血歌態 ト心

臓特二右心室 トノ關係 テ悶明ナラシメンガタメ

ニ肝臓 テ選 ビ之 レガ組織的検査 テ行 ピタリ、而

シテ脂肪攣性高度ナルタメニ鯵血像不鮮明ナル

モ ノ及 ビ肝臓 ノ腐敗等 ノタメ貯藏 シ居 ラザルモ

ノ等併 セテ12例 テ除 ケル88例 ニツキ其 ノ鯵血

度 テ検 シ其 ノ成績 ヲ第二及十二表二掲ゲタリ。

第 十 二 表

肝 欝 血 度 例 倣 及 百 分 率

高度(柵 以上) 56(64%)
中等度(什) ・6(・8%)}8・ 例(9・%)

輕 度(+) 8(9%)
陰 性1-) 8(9%)}8例(10%)

第十二表 ニ ヨレバ肝臓 二毯血 テ見 ザルモ ノ僅 カ

ニ8例(10%)ニ シテ他 ノ80例(90%)二 於 テ種

種 ナル程 度 ノ鯵 血 テ詮明 セ リ、 中56例(64%)

二高度 ノ鯵 血 テ認 メタ リ。

次 ギニ右心肥大及 ピ籏 張 ト肝雀血 トノ關係 テ第
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第 十 三 表 一圃
肝勧 劇酬

右心肥
大 例
(52例)

44 高 渡(柵 以上) 29
右心振
張 例

(41例)

4 中等度(什) 7
-

33 輕 度(+)

1 陰 性(一) 2

非右心
肥大例
(36例)

12
■一■一一 鴨

12

高 度 27

非右心
振張例
(47例)

中等度 9

5
-

7

輕 度 5

陰 性 6

第 十 四 表

十三表 二示 セ リ、コレニ ヨ レバ右心肥大例52例

中鰺血 ラ示 セルモ ノ51例 ニ シテ實 二其 ノ98%

テ 占 メ高度 ノ鯵血例 ノ ミニテ86%テ 占 ム。他方

右 心旗張例41例 中璽 血 アル モ ノ39例 ニ シテ95

%テ 占 メ高度 ノモ ノ ・ミニ テモ71%ラ 示 セ リ。

斯 ル高傘 ノ肝鯵血 ノ原因 ノ凡 テ テ肺結核 ニ ヨル

肺循環 二聾 スル ハ安當 ナラズ ト信 ズルモ シヵモ

其 ノ大部 分 ハ コレニ依 ル ト見倣 シテモ可 ナラン

又逆 二肝鯵 血状 態 ヨリ肺 循環系統 ノ障碍 惹 イテ

ハ心臓 ノ機能不全 テ推論 スル テ得 ベ ケン。

ナホ肝臓 ノ組織 的所 見ニ ツイテー言 センニ慶血

ハ主 トシテ中心性骸血 一 シテ高度 ノモ ノハ肝細

胞 ノ壌死 ヲ來 シコ レニ代 リテ結締織 ノ増殖 テ示

セルモ ノ多 ク88例 中7例 二於 テハ高度 ノ肝硬

攣像 テ認 メ得 タ リ、其他毛細臆管 ノ壇殖、淋巴

球様 細胞 等 テ種 々ナル程 度 二於 テ詮明 スルヲ得

タ リ。

第五、右 心肥大 ト結核 性肋膜癒着 トノ關係

右 心肥大 ノ原 因 ノー トシテ注 目スベ キハ肋膜癒

着 ナル コ トハ既 二述 く・タル ガ如 シ、而 シテ肺結

核症 ノ場合 二於 テモ其 ノ多激 ハ肋膜癒着 ヲ件 フ

モ ノナル テ以 テ其 ノ右心肥大 ノ成 因 二關 シ此 ノ

結核性肋膜癒着 ガ大 ナル意義 テ有 スルコ トハ

B乞umler,1{irsch等 ノ既述 セル庭 ナ リ。依 テ

余 ハ弦 二肋膜癒著 ト右心肥大 トノ關係 二就 テ述

ベ ン トス。

第十四表 ニハ第二表 ノ98例 ニ ツキ肋膜癒着 ノ

程 度 ニ ヨ リ之 レテ3群 ニ ワカチ各 々ニ ツキ其 ノ

右心肥大率 テ観察 セ リ、即 チ肋膜脱腿形 成例 及

ビ雨側 閉塞性繊 維性肋膜 炎 ノ雨者 二厨 スルモ ノ

67例 ニ シテ其 ノ右心肥大率李均 ハ29.1%テ 示

1結灘 膿 炎ノ翻 例抑/1(%)
肋膜腓脂形成例及雨
側性繊維性肋膜炎
偏側性及限局性繊維
性肋膜炎

繊維素性肋膜炎

67

24

7

29.1

27.3

25.9

シ、偏側性拉 ビニ限局性繊維性肋膜炎ハ24例

ニシテ27・3%ノ 肥大率テ有 シ最後二繊維素性

肋膜炎・・7例 一シテ25.9%ノ 右心肥大率 ヲ示

シ最モ低率ニシテ第一表 ノ標準率最低限度 二近

キ償テ有 ス。

又第一群 ノ肋膜腓腿形成及 ビ雨側性繊維性肋膜

炎テ有 スル67例 ニツキテ其 ノ右心肥大率 ノ標

第 十 五 表

肺 結 核 病 型 肱3嚇1百 分率(%)

萎 縮 硬 攣 型
混 合 型
滲 出 型
壇 殖 型一

3616

209

1022

209

粟 粒 型12
●

準以上 ノモノ併 セテ45例 ナ リキ、今是等 ノ諸

例 ト肺臓 二於 ケル結核 ノ病型 トノ相關々係 テ見

ルニ第十五表二示セル如 ク萎縮硬攣型36%テ

占メ最高傘 テ示セリ、 コレニ次 グハ略 支同率 テ

示 セル滲出、増殖及混合 ノ三型 ニシテ粟粒型二

於}テ最低i率ナ リキ。

以上 ノ成績 ラ要約ス レバー方肋膜癒着 ノ程度及

範園 二比例 シテ右心肥大率 ノ増加 ラ見、他方肺

ノ病憂ガ萎縮硬愛性傾向テ有 スレバ有 スル程右

心肥大率ハ高度 トナ リ居 レリ、果 シテ然 ラバ結

核 二於 テ肋膜 ノ病憂 ト肺 ノ病攣 ノ何 レガ右心肥

大 二封 シテ重要ナル因子テ爲スベキヤハ雨者 ノ

結核性病憂ガ各々別個 二存在 スルコト稀 ナルガ

故 二其 ノ解決ハ甚ダ困難 ナラン、從 ツテ此 ノ鮎

二就 テー定度迄論及 スルニハ其 ノ攣化 ノ肺臓及

肋膜個々二存在 スル封照例 テ記述 セル後 二於 テ

爲サN"～レ可 ラズ、依 ツテ余ハ先ヅ封照例 二就 テ

ベ ントス
o
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第三節 樹照例

封照例 トシテ肺及肋膜 ノ非結核性病攣例30例

ニツキ心臓 トノ關係テ検索 セリ。

第一項 非結核性肺萎縮硬攣例

第十六表

結核性萎縮硬攣例 トノ比較 ノタメニ非結核性例

4例 ニツキ心臓 ノ獣態 ラ検 シタリー括 シテ表示

スレバ次表 ノ如 シ。

非結核性肺萎縮硬攣例

實
験
番
號

解
剖
番號

年

齢

性

1

膿冒

(妊)附 診断
,

心 臓 肋 膜 肝臓 摘

要大サ心尖
左
振
張

右
振
張

絶i封
重量
(瓦)

心室1右室

重量重量
(1)(皿)
(瓦)(瓦)

(%)
∬/1麟
裡
(糎)

1右室

壁厚
裡
(糎)

左 右
欝
血
度

1 1113 50
『
54

-

56
-

122

♀ 29・61卵峯羅 炎 gl酬 一
_1__

lr1十 十
_」_

1。L
--
1十

十
一
十十
一

一

一

一

ユ37 114
-

306
-

165

35
-

85

30.7 1.0
-

1.1
-

1.0

0.4
-

0.32
-

0.32
-

0.3

a

-

C

-

一

一

_150

a

-

b
-

a
三

_100

鉄

12

一
1533
-

1592
}

1602

一

♂ 67.6心 臓 麻 癖 十
一
9"

一
350

一
27.8
-

30.3

冊
一

±
一

十十

石盤様
硬結

17

一
♂

} 1

一 ト膿 胸+「 ス

/コ リか 煽一
1

一
187

-

194

一
50

左 側
肺毎腫

1S

一

♂ 3S・5臓 膜 炎 十

一 一
117444

,

一 一
25,31…

欝血性
硬 結

上表 ノ中定型 的 ナル ハ第12例 ナ リ、即 チ雨肺

共 二高度 ノ石盤様硬 結 テ呈 ス、肋膜 ハ攣化極 メ

テ少 ナ ク右側織維性癒着 ハ僅 カニー部 二限 ラレ

居 ルモ ノー シテ心臓 二影響 テ及 ボ ス程度 ノモ ノ

トハ考 ヘ ラレズ、組織的 ニハ間質 ノ圭曾加 ト中等

度 ノ炭粉沈著 ア リ、心臓 二於 テハ雨心室振張強

ク肥大卒 ハ27.8%ニ シテ標 準率 ヨリ梢 支高 シ、

肝璽 血 ハ頗 ル高度 ナ リキ、即 チ本例 ノ心室憤張

及肥大 ハ主 トシテ肺 ノ萎攣硬攣 二基 ク肺 循環障

碍 ニ ヨルモ ノト見倣 シテ可 ナ リ。 コ レニ反 シ第

1例 ハ組織的 二肺 間質 ノ檜殖及 ビ高度 ノ炭粉沈

着 ア リテ肺 ノミヨリ見 レバ定型 的 ナ レ ドモ高度

ノ肋膜癒著 テ件 フガ故 二30.7%ナ ル高度 ノ右

心肥大 ハ肺 ト同時 二肋膜 ノ攣 化 二蹄 スベ キモ ノ

ナ ラン。第17例 ハ右 肺全 ク萎縮硬結 シ左側 ハ

代償性肺氣腫 テ示 セ リ、 ナホ本例 ハ高度 ノ 「ス

コ リオー ゼ」 テ示 セルー例 ニ シテ併 セテ右側肋

膜高度 二癒若 セ リ、本例 モ肺 ト同時 二肋膜 ノ慶

化及 「スコ リオー ゼ」モ 與 ツテ カ アルテ思 ハ シ

ム、第18例 ハ右心室 ヨリモ寧 ロ左心室 ノ振張

性肥大 テ見 タルー例 ナ リキ。

以 上各例 テ通寛 スルニ少数例 ナ レ ドモ非結核 性

肺萎縮硬攣例 二於 テハ コレニ肋膜癒 著 ヲ合併 ス

ル揚合 ト錐 モ結核 性萎縮硬攣例 一比 スレバ右 心

肥大卒 ハ低卒 テ示 モモ ノ・如 シ。

第二項 肺 氣腫例

肺氣腫 ノ際 ニハ肺臓 内毛細血管 ガ破壌 セラ レ且

座 迫狭窄 テ受 クル タメ肺 循環 障碍 テ惹起 シコ レ

ニ打 チ勝 タ ンガタメニ右 心肥大 テ招來 スルニ到

ルモ ノナルコ トハ屡 ≧報 告 セ ラル ・所 ナ リ、 サ

レ ド斯 ル場合 ハ肺 ノ大部 分 二氣 腫 ノ存在 スル場

合 二限 ラレ小部分 ノ場合 ニハ心臓 ハ何等影響 ラ

蒙 ラザルモ ノトセ ラル。余 ハ第十七表 二示 セル

如 ク7例 ノ肺氣 腫例 テ得 タルラ以 テ心臓 トノ關

係 テ検索 セ リ。 是等 ノ7例 ノ中3例 ハ肋膜癒着

テ合併 スル テ以 テ肺 ノ攣化 ノ ミニ ヨル心臓 ノ攣

化 ト見倣 スハ早計 ナルモ各例殆 ン ド全般 二亙 ル

比較的高度 ノ肺氣腫 テ示 シ居 レルガ故 二各例 ニ

ツイテ夫 々 ノ肋膜 ノ攣化 ト封 照 スルニ寧 ロ肺氣

腫 二重 キ ラ置 クベ キモ ノト考 ヘ ラル ・。以下表

ニ ッイテ設明 センニ26例 テ除 ク外 ハ全部多少

ノ右心肥大 テ示 シ第3,8,25及29例 ・・右室

接張性肥犬高度 ナ リ、26例 ハ 反之左室 ノ鑛張

性肥大 ヲ示 セ リ。第15例 ハ小 見二見 タル間質

性肺氣腫例 ニ シテ第25例 ハ「チ フス」肺 炎 ト同

時 二見 ラ レタル高度 ノ間質性肺氣腫例 ナ リキ、

是等2例 ノ右 心籏張肥大 ノ原因 ハ肋膜 二何等攣

化 ラ認 メ得 ザル ノ故 テ以 テ肺 ノ攣化 ノ ミニ蹄 ス

ベ キモ ノナ リ。更 ラニ第29例 ハ左右上葉拉 ビ

ニ中葉 二高度 ノ肺氣腫 テ見、他方左右下葉 二無
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第十七表 肺氣腫例

實験

番
號

"解

剖

番號

年

齢

性

一『 一

膿重

(妊)
臨 肱診 噺

心 臓 肋 膜 肝臓

摘要
大サ心尖

左
搬
張

右
振
張

絶i封

重量
(瓦♪

心室
重量
(1)
(瓦)

右室
重量
(皿)
(瓦)

∬/1

(%)

左室1右室
壁厚墜厚

(糎)1綴)

左 右

3
,-

8

1184 27 ♂ 33.2 脊 椎 骨折 十 1r 十 十 183 159 丑
40

29.6 11 .0
10
.3 一 a

9

柵1

1492 44 舎 31.S 早登性痴呆 9 r 一 十 173 139 28.7一 0.9 o.35 b b ±

15 1580 11 ♀ 17.8 腸 「チ フス」 9 lr

一

一

一

一 92 81

坐
62

29.3一 0.7 0.25 一 一 柵

20 1633 55 ♂
一

♀

/ 氣 胸 十 lr 十 十 268
-

175

223 27.S
=
1.2 0.38 一 a 三

帯25 1713 17 41.7 腸 「チ フス 」

肺 炎
十 1r 十 十十

一
153

一
52 33.9一 1.0 0β5 一 一

26 1752 55 ♂ 36.0 肺 氣 腫 一 1 十 一 237 197 45 22.8 1.1
}-

1.0

0.25 C 一 柵

29 1787 30 ♂ 29.9 胃 癌 9 1r 一 十 193 168 50 29.7 0.381 C 一 柵

氣肺 ラ認 メタル モ ノー シテ、肋膜 ノ攣化 ハ極 メ

テ輕度 ナル テ以 テ肺 ノ雨攣 化 ノ合併 ニ ヨル右 心

臓 ノ肥大 ト見 ルベキモ ノナ ラン。他方肝臓 バ第

8及 第20例 テ除 ク外 ハ何 レモ高度 ノ慶血 テ呈

シ肺 循環系統 ノ障碍高度 ナル テ示 シ居 レリ。

肺氣 腫二際 シ左 心肥大 テ來 スコ トアル・・Lebert

ガ其3・2%二 詮 明 セ リ トノ報 告 ヨリ見 レバ讐 へ

僅 カナ レドモ遭遇 スルコ トアルハ余 ノ第26例

二照 ラシテ モ明 ラカナ リ.

準 野 ハ肺氣腫例11例 ニツキテ右 心肥大卒 ラ検

シ其 ノ等 テZF均 シテ34.57%二 右 心肥大 テ認 メ

居 レリ、即 チ余 ノ6例 卒均29.5%ト 比 較 シテ遙

カニ懸隔 アル テ認 ム、 サ レド李野 ノ例 ハ各例 ノ

年齢及病攣 ノ程度等 ニツキ詳細知 ル ラ得 ザルガ

故 二更 ラニ想像 テ許 サ ・"ルモ肺氣腫 ノ中最 モ高

第十入表

度 ナルハ老人 性肺氣腫 ナルニ反 シ余 ノ蒐集例 ハ

2例 テ除 ク外 ハ比較 的壮、青年 ノモ ノ多 キコ ト

モ此 ノ差異 テ來 タス原 因 ノー・タラ ン ト思惟 ス。

ナホ肋膜癒若 テ合併 セル第3,8及20例 ハ 各

々29.6,28.7及 ビ27.8%ノ 肥 大卒 テ有 スル

ニ封 シ肋膜 ノ攣 化 テ全 ク認 メ得 ザル第15及25

例 ガ29.3及33.9%テ 示 シ肋膜 二極 シテ輕度

ノ攣化 アル第29例 ガ29.7%ノ 肥 大率 テ示 セ

ル事實 ハ右心腔肥大 二封 シテハ肋膜癒着 ヨリモ

寧 ロ肺 自膿 ノ攣化 ガ重大 ナル意義 アル テ謹 スル

モ ノナ ラン。

第三項 無氣肺例

無氣肺 モ亦肺氣腫 ト同様 ノ意味 二於 テ高度 ノ右,

心 肥大 テ來 スコ トハー般 ノ認 ムル所 ナ リ。次表

ニハ著明 ナル無氣 肺例4例 ヲ掲 ゲタ リ
。

無氣肺例

實
験
番
號

解
剖
番
號

年

齢

性
禮重

(妊)
臨 脈診 噺

Il

心 臓 肋 膜 肝臓
摘

要
大サ心尖

左
振
張

右
振
張

絶i封
重肚
(瓦)

!心室
1重量

(1)(
瓦)

舗HII醤 握

隈例 縫)

壁厚
裡
(糎)

左 右
雛
血
度

5 1235
_-

1528
-

1637

31 ♀ /
/
子 宮破 裂 十 1r 一 十 188 163 46 28.2『 1.0 0.3 一 b ±一

11 24

一 ■
♂

31.3 膿 胸 9 lr 一 一 16壬 136 40 29.4一 1.0 0.35 C
E(23eo)
C 柵一

21 62 37.5 腸 「チ フス」 十 1r 十 十 242 204 60 29.4 1.0 0.3
茎 茎 十十 肋膜

骨化『

「

3(1,1796

卜
35 ♂ 31.0

脊 椎fカ リ エ
ス 」「ア ミ ロ イ

ドー ジ ス1

9 1r 一 一 186 163 40 24.5 1.0 0.3 b 1) 十

一4■ ■■■■■■■■
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第5例 ハ肋膜 ノ慶化少 ナキテ以テ其 ノ右心振張

性肥大 バー 二肺 ノ憂化二蹄 スルテ得ルモ第11

例 ハ高度ニ シテ且比較的慢性 ノ膿胸ヲ、第21例

ハ骨化 セル肋膜脱豚 テ形成 シ居ルテ以テ是等 ノ

示 ス右心肥大 ハ肺 ト肋膜 ノ雨攣化ニヨツテ生 ぜ

ルモノナルベ シ。肝鰺血・・第11及21例 共二中

等度又ハ高度ナ リキ、第30例 ハ比較的高度 ノ

無 氣肺ナル上,中 等度 ノ繊維性肋膜炎 アルニ拘

ラズ右心肥大 テ認 メ得 ラレズ、而 シテ本例 ハ肝

臓 二於 テ高度 ノ「ア 走ロイ ド」ノ沈著 ア リ、 肝諺

血 ハ中等度 二存在 セル ノミ。

以 上少数例 ノ検索成績 ニテハ多 クヲ云 フテ得 ザ

ルモ少 ナク トモ無氣 肺 ノ場合 二著明 ナル右 心肥

大 ナ來 スコ トアルハ明 ラカニ シテ叉例外 アル コ

トテ指示 シ居 レリ。

第四項 原登 性肺癌例

第十九表 原登性肺癌例

實験

番
號

解
剖
番
號

年

齢

性
膿重

(妊)

臨
脈
診

1噺

心 臓 肋 膜 肝臓

摘 要
大サ心尖

左振

張

右
振
張

絶i封
重景
(瓦)

心室
重量
(1)
(瓦)

右 室
重景
(皿)
(瓦)

∬/1

(%)

1左室

壁厚
揮

(糎)

右室
壁厚
径
(糎)

左 右
麗
血
度

13 1555
-

1639

59 ♂ 35.0 (原獲 性)
肺癌

十 1r 十 十 179 151 46 30.5一 0.8 0.3 一 C 柵 左、無氣肺
右、肺 癌

一
22 64 舎 /瀦) 9 1 十 一 225 185 55 29.7一 1.0 0.32 一 完全

破壌
柵 右、肺 癌

原叢 性肺 癌 ノ2例 ラ第 十九表 二掲 ゲタ リ。 第13

例 ハ肋膜 ノ攣 化少 ナキモ第22例 ハ右肺原登癌

ガ肋骨 テ侵蝕 破碑 シ胸部 皮下 二小見頭大 ノ結節

ラ形成 シ爲 メー同側肋膜 ハ完全 二破壊 セ ラ レタ

ル モ ノナ リ。

肺癌 ト心臓 トノ關係 テ述 くごタルモ ノ文献 二少 ナ

キモ肺癌殊 二原 護癌 ハ肺結核 ト同様慢 性破壌性

病 攣 二屡 スベ キモ ノナル ラ以 テ之 レガ著 明 ナル

右心肥大 テ起 スモ亦異 トスル ー足 ラザ ル〈ごシ。

ナ ホ弦 二見逃 スベヵ ラザ ルモ ノ・・第33例 ノ肺
も

動脈所 見 ナ リ、即 チ猛烈 ナル腫瘍性檜殖 テ螢 メ

ル癌 組織 ノタメニ肺動脈 幹 ハ園続 セ ラ レ高度 一

座迫狭窄 テ受 ケ オル コ トナ リ、 コ レガ タメニ肺

循環 障碍 ハ腫 瘍檜殖 ニ ヨル機械的或 ハ破壊的影

響 テ受 クルニ止 マ ラズ シテ肺動脈 幹狡窄 二依 リ

著 シク助長 セ ラ レタルモ ノナル コ ト疑 ナ シ。 ナ

ホ余 ノ渉猴 セル範 園 内二於 テハ]92〕年Krutzsch

ガ40歳 ノ男 子 二見 タル胃癌例 二於 テ肺動脈枝

内 二癌栓 塞 テ來 シ高度 ノ右 心肥大 テ示 セルー例

ア リ。 即 チ余 ノ例 ハ肺動脈 幹 二於 テ腫瘍 ニ ヨル

狭窄 アルニ封 シKru七zsch例 ・・肺動脈 枝 二栓 塞

テ來 セルモ ノニ シテ雨者何 レモ高度 ノ右心肥大

ラ惹起 シ居 レルハ興味 アル所 見ナ リ トス。

第五項 肺壌疽例

比較的急性 ノ破壌性攣化 トシテ肺壌疽 例 ノ6例

テ選 ビ上表 二示 セ リ。

一般 二肺 二於 テ廣汎 二急性破壊 性攣化 アル トキ

ハ爲 メー生 ズル小循環 系統 ノ循 環障碍 二封 シテ

心臓 ガ代 償性又 ハ反磨 性 一 肥大 叉 ハ旗張 シ之

レテ調 節スル ノ暇 ナ ク爲 メニ心臓 ニー定 ノ墜化

テ見ル以 前 二於 テ死 ノ轄機 テ トルモ ノ ト解 セ ラ

ル。第二 十表 テ見ル ニ余 ノ第9,10雨 例 ハ寧 ロ

左室 ノ肥大 テ示 シ他 ノ4例 ハ何 レモ高度 ノ右室

肥大 テ呈 セ リ、即 チ肺 ノ攣化 ノ ミヨ リス レバ心

臓 ノ攣 化 ・・第9,10及19例 ・・壌疽性攣fヒ輕度

ニ シテ他 ノ3例 ・・中等度乃至高度 ノ攣化 ナル事

1實 ニー致 スルモ ノト見倣 シ得 ルモ第9例 テ除 ク

他 ノ諸例 ハ何 レモ比較 的高度 ノ肋膜癒着 テ示 シ

居 レルガ故 二肺 ノ攣化 ノミテ以 テ ノ設 明一テハ

不充分 ナ リ.即 チ肋膜 ノ攣 化 テ主 トスベ キカ將

又肺 ノ攣化 テ王 トスベ キヤハ未決 ノ問題 ナ リ.

タ ・"第19例 ハ壌疽性攣 化 ノ外 二多少硬結性攣

化 テ合併 スル テ以 テ肺 ノ攣 化 ガ主因 ナル ラ思 ハ

シムル ノミ。以 上 ノ各例 二就 テ ノ所 見 テ綜括 シ

更 ラニ各例 ガ嚢病後比較 的短時 日二死 亡 セル事

實 二鑑 ミ右 心肥大 ノ原 因ハ寧 ロ肋膜 ノ攣 化 二重
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第二十表 肺埋疽例

實験

番號

解
剖
番
號

年

齢

性

一

禮 重

・竜1

臨
肱
診
噺

心 臓 肋 膜 肝臓
一

雛
血
度

摘 要

_一

一

大サ心尖
左
振
張

右
披
張

絶i封
重量
(瓦)

心 室

重 量

(1)

(瓦、

右室
重箭
(∬)
(瓦)

H/1
(%)

左室
壁厚
樫
(糎)

右室
壁厚
裡
(糎)

左 右

9 1506 5 ♂ 12.8 膵臓壊疽+肺 埋疽 9 lr
一 十 73 65 151・召3.1

-

23.1
-

30.4
二

29.6
=

0.S 0.2
-

0.3

E
C

E

c
十
肺破壌
輕 度

10 1522 31 ♂ 壬3.1
-

33.2
-

15.3

肺埋疽 十 1 十

一

十 245 217
一 一

257

50
-

78

一
1.0 ≧

C 十 ,,

14 1574 31
-

10

♀ 膿 胸 十
一

十

lr
-

1r

十

十

十 292
--

106

1.2 0.4
E(6eo)
a

a 柵
肺破埋
高 度一

16

一
1591

『

♂ 膿 胸

一
十
一

一

一

一

一
92

一
32

一
0.9 0.3 一 E

b ±
肺破壊
中等度

19 1607 45 ♀ 33.8 肺壇疽 9 】r

-

1r

一

一

215

一

187
i

5831.〇一
一
}57127
.5

i _

1.1 0.4 型 【1
30

≧ 十十
肺攣化輕
度ナレド

硬結性

2S 1775 43 ♂ 40.0 肺壊疽 9 一 237 207 1.0 0.38
E

b
b 十十

」

中等度

キ テ置 クベ キテ至 當 ト信 ズ。 第六項 其他 ノ病髪例

第二十一表 其他ノ諸例

解
剖
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號

實
験
番
號

11752

4痂

τ廊

年

齢

23

30

す
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4の
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1755i4

性
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6
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診
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大サ

/騰 膜下lg

39.2腸i一 チ フ+
フ・1

52.8 1落屑性 人1庖瘡

/胃 癌

41.5延 髄 麻 癖
_1つ

9

十

心尖

rl

rl

rl

-

一

-

晒 夏日咳肺国r

鋸
謝
鑛
田
欄
離
右
振
張

左
振
張

十

十

一i・65

+12,・
_[_

十 244

厩

十284

州64

145

195

219

140

251

56

40

50

60

一
33

60

一
18

ll/1
(%)

翅
爵
27.4

23.6

23.9

堕1

轟
轟
鑛
轟
0.9

1.0

1.0

1.0

1.L

0.3

0.3

薦
0.3

0.4

0.slO.3

肋 膜

左

b

b

b

τ

右

a

b

τ

b

τ

肝臓

禮
血
度

十

什

十十

±

十十

十十

摘 要

肺二攣化
ナシ

肺 水 腫

沈 降 性
肺 炎
氣管枝肺炎
+肺 氣腫

第二 十一表 ニハ肺 二憂化 ナク肋膜 ノミニ攣化 ア

ルモ ノ3例 肺水腫 ノ1例 及肺 炎 ノ2例 テ暴 ゲ タ

リ。EPチ 第4例 ハ織 維性肋膜癒若 テ有 スルモ比

較的輕度 ノモ ノナ ル故 心臓 ノ攣 化 ハ少 ナキモ ノ

ナルベ ク第2及 第6例 ハ高度 ノ肋膜癒着 アルモ

右心肥大卒 ハ標 準 二近 シ、 自ロチ肋膜癒著 ノミァ

リテ肺 二攣 化 ナキ場合 ニハ心臓 二左迄 著攣 テ見

ザ ルコ トラ示 セ リ。 ナホ第7例 及 第2,1,例 ハー

ハ織維性肋膜癒著 テ有 シ肺水腫 テ合併 セルモ ノ

他 ハ肋膜 二攣 化 ナ ク輩 二急性肺 炎 テ示 セルモ ノ

ニ シテ其等 ノ心臓 ノ状態 ハ何 レモ寧 ロ左心肥大

テ詮明 セルモ ノナ リ、而 シテ此 ノ左心肥大 ノ原

因ハ明 ラカナラザルモ少 クモ前者 ノ如 ク肋膜 二

攣 化 アル トモ必 ラズ シモ右心肥大 テ件 フモ ノ_

ア ラザルテ示 スモ ノナ リ
。慢性肺 炎 ハ屡 ≧右心

肥大 テ來 スモ ノトセラル ・モ余 ハ定型 的 ノ本症

二屡 スルモ ノニ遭遇 セザ リキ
、 タ ・"定型的 ナ ラ

ザルモ第27例 ハ僅 力4歳 ノ男見 二來 レル著 明

ナル右心籏張肥大例 ナ リキ
、其 ノ経過 ヨ リ見 ル

時 ハ可 ナ リニ慢性 ノモ ノー シテ組織 所見 ハ慢性

氣 管枝肺炎 トー部肺氣腫 ノ像 テ示 シ輕 度 ナルモ

結締織 ノ檜殖 テ見 タルモ肋膜 ノ攣 化極 メテ少 ナ

ク從 ツテ他 二原因 テ求 ムベ キ何物 モ見出 シ得 ザ

ルガ故 二本例 ノ高度 ノ右心肥大 ハ慢性肺 炎二基
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因 スルモ ノト信ズ。

第七項 右心肥大 ト非結核性肋膜炎

非結核性肋膜炎 ノ右心肥大率ハ上記封構例ニツ

キテ卒均 スレバ27.8%ト ナル、而 シテ此 ノ値

ハ肋膜餅脂形成及 ビ雨側性織維性癒着例テ併 セ

タル15例 ニツキテノ李均 ナリ。 コレテ結核性

肋膜炎 ノ中第一群 二屡 スル67例 ノ卒均29.1%

ト封比 スレバ後者二比 シ1.3%ノ 低率 テ示 セリ

第 二+二 表(第 二十二表参照)

肋鞭 化1例 蜘/・(%)

非結核性

結 核 性

15

了
27.8

29.1

自ロチ結核性 ノ場合

ハ非結核性 ノ場合

ヨリ右心肥大率大

ナ リ、而 シテ前項

二述 ベタル如 ク肺臓 二病墜 テ見 ズシテ肋膜 ノ癒

着 ノミテ有 スル場合ハ其 ノ肥大率大 ナラザル ヨ

リ考 フレバ其 ノ主ナル原因ハ肺臓自己ニアラザ

ル可 カラズ又斯ル場合ハ肺臓 二於 デ種々 ノ病慶

テ呈 シ實質 ノ破壊、間質 ノ檜殖等錯綜 セル憂化

テ件 フモ ノナレバコレガ右大肥大 二向ツテ大 ナ

ル意義 ヲ有 スルモノナシ、就中斯 ル攣化ハ結核

性 ノ場合 二特二顯著 ナルヲ以テ此 ノ場合右心肥

大 ノ著明ナルハ理 ノ當然ニシテ萎縮硬憂型肺結

核 テ合併 スル場合其 ノ右心肥大率 ノ高度ナルハ

之 レヲ裏書 スルモノナリ、サレド斯ル場合二於

テモ肋膜癒着 ノ程度及範園ハ非結核性二比 シ遙

カニ高度 ナルテ以テ此 ノ場合二於ケル肋膜 ノ状

態 ハ之レガ・一定度迄右心肥大 二影響ラ與 フルモ

ノナルハ拒 ミ鄭iシ。

第四章 綜括及考按

余ハ新潟醤科大學病理學教室剖検材料テ用ヰ肺

結核 ト心臓 トノ關係二就 キテ種々ナル方面 ヨリ

観察セリ、以下其 ノ成績 テ綜括考按 セントス。

研究材料ハ標準例 トシテ主二自殺屍及ピ他殺屍

ノ特記 スベキ病攣 ナキモノテ用ヰ、本實験例 ト

シテ・・最近 二剖検セル結核屍100例 テ剖検號 ノ

順 二何等選揮 ラ加 フルコトナシニ検索 シ更 ラニ

封照例 トシテ心臓二攣化 ラ來 スト考ヘラル ・非

結核性肺疾患例30例 テ選澤 セリ。

研究方法ハ肺臓二就テハ各例 テ主 トシテ肉眼的

二或ハ足ラザル塵 テ組織的二補 ヒテ其 ノ病型テ

決定 シ、肋膜 ノ攣化ハ其 ノ癒着 ノ程度範園等 ニ

ッキ分類 セリ。心臓 二就 キテハ大 サ、心尖形成

部、心室籏張嵐 心室壁肥厚度 ヲ検 シタル外絶

封重量 ラ秤量決定 シコレラ基準 トシテ呉、卒松

式及 ピZF野式心臓切割法 ヲ行 ヒ、心臓各部テ精

密 二秤量 シ右心室封全心室重量比(皿/1)テ求 メコ

レト標準卒(ll/1・27.3%)ト 比較 シ右心肥大 ノ

有無決定二資 セリ。此 ノ外肝臓 ノ組織検査 テ併

セ行 ヒ心臓 ノ機能障碍 ノ程度 テ見ンガタメニ肝

臓 ノ鯵血程度 テ検 セリ。

1・ 肺結核屍 ノ心臓絶封重量・・卒均男性219.5

瓦、女性181.1瓦(但20歳 以上)ニ シテ標準値

二比 シ各45.3瓦 及13.4瓦 ノ減 少 ヲ示 セ リ。

更 ラニ標準 心重量 ノ雨限度 テ基準 トシテ観察 ス

ルニ最低限度以下 ノモ ノハ男性60・9%、 女 性

55.2%ニ シ テ最高限度以上 ノモ ノ・・男性6・5%

女 性24、1%、 雨 限度 内 二 存 スルモ ノハ 男性

32.6%、 女性20.7%テ 示 セ リ。而 シテ以上 ノ

百分卒 ハ男性 二就 テハ大禮正 鵠 ラ得 タルモ ノト

信 ズルモ女性 ニツ{テ ハ其 ノ所検例 少撒 ナルラ

以 テ其 ノ激値 二封 シテハ多少 ノ保留 テ附 スベキ

モ ノ ト思惟 ス。以上 ノ成績 ヨ リシテ余 ハ肺結核

屍 ノ心臓 バー般 二小心臓多 キテ確 メ得 タ リ、而

シテ緒論 二於 テ述 ベ タル諸説 ト大農一致 セル成

績 テ示 セリ.ナ ホ本邦人 肺結核屍 二就 テ調査 セ

ルZF野 及 ビ金子等 ノ成績 モ亦一般 二小 心臓 テ呈

シ居 レリ。

2.比 較 的慢 性肺結核 ニテ死 亡 セル95例 二就

テ其等 心臓 ノ右 心肥大率 テ見 ルニ28.25%ニ シ

テ標 準率(27.3%)二 比 シ1.45%ノ 」曾加 テ見、

95例 中標準卒 以上 ノモ ノハ57例 ニ シテ60%

ヲ占 ム、即 チ比較的慢性肺結核屍 二於 テハ其 ノ

60%二 右 心肥大 テ示 セ リ、此 ノ鮎 二關 スル本邦

人 二就 テ ノ報告 ハ李野 ノ例 アル ノ 走、氏 ノ第一

報 告 ニヨ レバ標準 二比 シ3・1%、 第 二報告 ニテ
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ノ・3・6%ノ 」曾加 アリ ト云 フ
、蓋 シ氏 ノ報 告例 ハ

各例 二就 テ ノ記載 ナク如何 ナル病型 ノモ ノテ選

揮 セ ラレシモ ノナルヤ不明 ナルモ、次 二述 ブル

ガ如 ク余 ノ場合 二於 テ萎縮硬攣型 ハ31.3%テ

示 シ標準 二比 シ4%ノ 檜加 アルテ見 テモ肺結核

病型 ノ種 類如何 ニ ヨリ肥大 卒 二甚大 ナル影響 ア

ル テ窺知 スルラ得。

次 ギニ余 ハ右心肥大 ト肺結核 ノ病型 トノ關係 テ

知 ラ ン ト欲 シ肺結 核例 テ萎縮硬攣型、滲 出型、

増殖 型、混合 型及 粟粒 型 ノ5型 ニ ワカチ其 ノ各

々 ノ右 心肥大率 テ比 較 セルニ萎縮 硬攣型 ハ標準

二比 シ4%、 滲 出型 ハ0.6%、 壇 殖型 ・・0.2%

ノ檜 加 テ示 シ粟粒型 ハ著 シク低 下 セ リ、即 チ萎

縮硬攣型 ハ明 ラカニ右心肥大 ヲ示 スモ粟粒型 テ

除 ク他 ノ2型 ハ標準 二比 シ輕度 ノ肥大 テ示 セル

ノミ、又檜殖型 ト滲 出型 トノ間 ニハ著差 ナキモ

ノ・如 シ。

更 ラニ肺硬攣例 ニ ツキテ結核性 ト非結核性例 ト

ノ右心肥大率 テ比較 スルニ後者 ハ少撒例 ナ レ ド

モ前者 二比 シ低卒 ヲ示 ス、 コレ結核 性オル ト否

トラ問!・ズ萎縮硬攣 ニ ヨル血液循環 ノ機械的障

碍 ハ ソ レ等 ガ同程度 ノモ ノナ ラバ何等異 ル所 ナ

キ理 ナ レドモ上述 ノ如 キ懸隔 ラ示 ス所以 ノモ ノ

ハ結核性 ノ場合 ハ然 ラザルモ ノニ比 シ高度 ノ萎

縮硬攣性攣化 ラ惹起 スル コ ト多 キニ起 因 スルモ

ノ ト信 ズ。 ナホ非結核性 二厩 スル1例 ハ高度 ノ

「ス コリオー ゼ」ラ有 セルモ ノナルガ僅 力1例 ナ

レ ドモ從來報告 サ レタル如 ク胸腔 ノ攣 化 テ來 ス

ガ如 キ疾 患 ニハ右心肥大 ヲ見 ルコ ト多 シ トノ論

テ首肯 セ シメタ リ。

封 照例 トシテ検索 セル肺氣 腫例 、無氣 肺例、肺

癌例、 肺壊疽例等 ト肺 結核例 トテ右心肥大 率 二

就 テ比較 シ見 ルニ概略次 ノ第二十三表 ノ如 シ。

第 二 十 三 表

＼ 鯉 攣齢核瞳麟矧 肺癌脚疽
例 数957

28.928.8吾 劃3。1、271411/1(%)

即 チ封照例 ハ例撒少ナク比較困難ナ レドモ大葉

性破壌 ノ最モ甚 シキ肺癌 二於 テ右心肥大傘最高

ニ シテ コ レニ次 ギテハ肺結核例 ト略 ≧同値 テ示

セル肺氣腫例及 無氣 肺例 ニ シテ比較 的急性破壌

性 ナル肺 壊疽例 二於 テ最低率 テ示 セ リ。

叉肺結 核屍 ノ手拳大 テ基準 トシテ心臓 ノ大 サ及

ビ右心肥大 テ観 察 セルニ次 ノ如 キ興 味 アル所 見

テ得 タ リ、EPチ 全例 ノ94例 ハ等屍 手拳大 ヵ過

屍 手拳大 ニ シテ雨者相 牛 バ シ、過屍手拳大 ノモ

ノ48例 中右心肥大 率 ガ標準 以上 ノモ ノ31例 、

以下 ノモノ17例 テ算 ス、此 レニ關 シ想起 サル

ルノ、且irschノ 研 究ナ リ、氏 ハMUIIerノ 心 臓

切割法 テ用 ヰ且同氏 ノ與 ヘタル標 準値 ラ引用 シ

コ レト結核屍 ノ心臓 重量及 心臓 重量 ト艦重 トノ

比卒 テ比較 セル結 果、141例 中75例(53・1%)

ハ夫 々 ノ膿重 二相當 セル重 量及比傘 テ示 シ7例

ハ夫 レ以 下ニ シテ他 ノ62例(13.9%)ン ・夫 レヨ

リ大 ナ リシテ述 べ ソノ62例 中32例2Pチ52%

二右心肥大 テ認 メタ リ ト云 フ、即 チ目測 ニ ヨル

余 ノ成績 ト 且irschノ 成 績 トハ偶然 トヤ云 ・・ン

カ略 丸一致 シ居 レリ.而 シテ余 ノ成績 ヨ リ考按

ス レバ屍 手拳 ノ大 サバ肺結核 ノ場合 ニハ全身 ノ

鳳痩 ト件 ツテ縮 小 スルモ心臓絶封重 量其 ノモ ノ

ハ小心臓 テ呈 スル ニ拘 ラズ他方右 心肥大 テ招來

スル結果過 叉 ハ等屍 手拳大 ノモ ノ多撒 二認 メラ

ル ・二到 ルモ ノ ト考 ヘ ラル。 之 レ 且irschノ 所

謂繊 後性小心臓設 即 チ肺結核症 ノ小 心臓 ハ先 天

的 二小心臓 ナル ガタメニ肺結核 二罹 患 シ易 キニ

非 ズ シテ肺結 核症 二綾登 シテ小 心臓 テ示 スモ ノ

ナリ トノ設 テ肯定 スルモ ノー シテ又此 ノ際右 心

室 ノ肥大、旗張 テ屡 丸件 フモ ノナル コ トラ指示

シ居 レリ。

右心肥大、旗張及肝麗血 トノ關係 ニ ツキテー言

セ ンニ右 心憤張肥大例 ハ33%、 軍 純鑛張例11

%、 輩純 肥大例 ハ墜24%ニ シテ右心肥大 例 ノ98

%及 ピ右心旗張例 ノ95%ハ 種 々ナル程度 ノ肝

慶 血 テ示 セ リ。高度 ノ鯵血 テ示 セルモ ノニ於 テ

ハ其 ノ組織 的所 見 ヨ リシテモ多 クハ多少 ノ結締

織!壇 生 テ示 シ慢 性壁血性攣 化 テ呈 シ居 リ内7

例 ハ極 メテ高度 ノ肝硬攣像 テ現 ハ シ居 タ リ。而

シテ斯 ル慢性慶血性攣化 ハ逆 二心臓 ノ調節的肥
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大或 ハ憤張或 ハ其 ノ機能不全等 テ結 論 セ シメ得

くごケ ン、

ナホ参考 トシテ計 測 セル心臓 圓錐部 二於 ケル心

筋厚脛 ハ秤量_ヨ リ判明 セル右心肥大例16L)%

二於 テ標準径 ヨリ厚 キテ認 メタ リ、印 チ計測的

検索 ハ不 充分 ナル コ ト勿論 ナ レドモ依之大禮 ノ

右心 肥大 ノ状態 ラ窺 ヒ知 ル テ得 ベ シ。

3・ 最後 二右心肥大 ト肋膜癒着 トノ關係 ヲ見 ル

ニ、肋膜 腔 ノ完全閉塞例 二於 テハ結核性 ノ場合

ニテハ右心肥大傘ZF均29.1%テ 、 非結核性 ノ

場 合 ニハ27.8%テ 示 セ リ、而 シテ偏 側性肋膜

癒 着、限局性織維性及繊維 素性肋膜癒着 ノ場合

ニハ右心肥大 テ見ザルモ ノ多 シ。 固 ヨリ結核性

ノ場合 ニハ肺 ノ病攣 ト肋膜 ノ病攣 トハ殆 ン ド常

二合併 シテ見 ラル ・モ ノナルガ故ニソノ何 レニ

重キテ置クベキカバ各例二於 テ異ルヲ以テ遽 カ

ニ決定 シ難 キガ肺臓 二何等 ノ病攣ナキ非結核性

肋膜癒着例 二於 テ右心肥大 ラ見ズ叉同上 ノ如 ク

肋膜 ノ癒若 アルモ肺二高度 ノ破壊性攣化ナキ場

合或ハ肺二多少 ノ結核性攣化 アリテ限局性肋膜
♪癒着
アル場合等 二於テハ右心 ノ肥大ハ概 シテ少

ナキテ以テ肺臓 二破壌性或ハ硬結性病攣 ト同時

二肋膜 ノ癒著 ヲ作 フ場合ハ矢張 リ前者二重 キテ

置 クベキモノーシテ從 ツテ結核性 ノ場合モ同様

二考察 シ得ベケン、但 シコノ場合其 ノ肋膜 ノ肥

厚高度ニシテ腓豚形成等 テナス時ニコレガ右心

臓二及ボス影響 ノー定度マデ存在 シ得ルハ拒 乏

難 シ。

第五章 結 論

肺結核屍 ノ心臓絶封重量 ハ標準 ノソ レニ比 シ殆

ン ド常 二小 ナルモ其 ノ60%・ ・右 心室肥大 テ示

ス、而 シテ其 ノ右心肥大 ハ恐 ラクハ結核性病攣

二基 ク組織 ノ破壌乃至硬攣 ニヨ リテ惹起 セラル

ルモ ノナ ラン。

稿 テ終 ルニ臨 ミ恩師川村教授 ノ御指 導御校閲 テ

深謝 ス。
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